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はじめに

円や球の配置に関する研究は、容器に】ものを詰めるといったような日常的な問題

をはじめ、物理学や工学の問題などへの応用範囲の広い研究である。３次元の最密充

填問題(いわゆるケプラーの問題)も1998年にやっと解決されたぽかりで、球の配置
に関する研究は、これからやるべきことが多い分野である。

今回の科学研究費の補助を受けた研究では、特に(1)結び目をなす球の配列、（２）

球の配列によるグラフの実現、(3)球の族を刺す直線、(4)球の族の平面による分割、
に関して多くの結果を得た。この報告書では、主にこれら４点に関する研究結果を収

録した。
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研究成果

研究成果の概要

1．[結び目をなす球の配置について]単位球の巡回列で結び目を作るとき、’5球あ

れば可能である。距離が２＋価離れた２枚の平行な平面の間にはさむことができる
単位球の巡回列の場合は、結び目を作るのに１６球以上必要で、三葉結び目の場合に

限り、ちょうど１６球で作ることができる。球の大きさがまちまちでよければ、１２球

で結び目を作ることができる。

２.[球の配列によるグラフの実現について]３次元空間内で、グラフの各頂点を球で、
各辺を球と球を結ぶ、球の列からなる鎖で実現する。ただし、球どうしはオーバーラッ

プしないものとする。頂点数、の完全グラフのを実現するのに必要な球の最小個数6,､

について、Ｍ３＜６，＜C210gnという評価を得た。すべての球がテーブルの上に置
かれた状態でグラフを実現する場合も、必要な個数について類似の評価を得た。

３.[球の族を刺す直線についてM-i欠元空間Ｒｄ内の互いに交わらない冗個の球の族

Fに対して､ある方向を選べば､その方向の直線では､ＯＭＩ-千丁二三万丁T三三７７)より
多くの球を刺すことはできない。ただし、形(最大半径)/(最小半径)である。一方、
任意の、三ｺについて、Ｒｄ内のｎ個の球からなるある族Ｆでは、どんな方向を指

定しても、その方向のある直線でＦの中のｎ－ｃｌ＋1個以上の球を刺すことができ

る。テーブルの上に置かれている球の族を、垂直な直線で刺す場合についても、刺す

個数の平均の上限の評価を得た。

４１球の族の平面による分割について]Ｅ３内の互いに交わらない冗個の球の族に
ついては、1.9入＝。((､/log〃)'/3）なら、どちら側にも約半数の無傷な球が残るよう

Ｉ
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に、その族を一枚の平面で切ることができる。
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